
 
 

令和５（２０２３）年度 

社会福祉研修実施要綱 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

社会福祉法人 全国社会福祉協議会 

中 央 福 祉 学 院 
 
 
 





令和５年度（2023）年度 社会福祉研修実施要綱 目次 

 

                                         （頁） 

Ⅰ 厚生労働省の委託に基づき、全社協中央福祉学院が実施する研修課程 ...............  1 
  〔資格認定課程〕 

1. 社会福祉主事資格認定通信課程 ..............................................................................  2 
   2. 社会福祉施設長資格認定講習課程 ...........................................................................  4 
  〔現任訓練課程〕 
   3. 社会福祉法人経営者研修課程 ..................................................................................  6 
 
Ⅱ 厚生労働省の補助事業に基づき、全社協中央福祉学院が実施する研修課程 ........  8 
   1. 児童福祉司資格認定通信課程 ..................................................................................  9 
   2. 「福祉職員キャリアパス対応生涯研修課程」指導者養成研修会 ..........................  11 
 
Ⅲ 受講申込手続等（委託・補助事業） ...................................................................  13 
     
Ⅳ 全社協中央福祉学院が独自に実施する研修課程……………………………………… 17 

1. 社会福祉主事資格認定通信課程（民間社会福祉事業職員）………………..…..  18 
2. 社会福祉施設長資格認定講習課程（民間社会福祉施設長）……………….……. 22 
3. 社会福祉士通信課程短期養成コース［第 10 期］…………………………….……23 
4. 第 47 期福祉施設長専門講座【通信課程】……………………………………….. 26 
5. 社会福祉法人会計実務講座【通信課程】………………………………………… 28 
6. 都道府県・指定都市社会福祉協議会管理職員研修会…………………………… 32 
7. 市区町村社会福祉協議会管理職員研修会………………………………………… 33 
8. 都道府県・指定都市社会福祉協議会中堅職員研修会…………………………… 34 
9. 都道府県・指定都市社会福祉研修実施機関職員研修会………………………… 35 
10. 職場研修担当者研修会……………………………………………………………… 36 
11. スーパービジョン研修会…………………………………………………………… 37 
12. ファミリーソーシャルワーク研修会……………………………………………… 38 
13. 「福祉職員キャリアパス対応生涯研修課程」上級管理者研修会……………… 39 
14. ふくし未来塾………………………………………………………………………… 40 

 
Ⅴ 令和５（2023）年度 社会福祉研修実施計画（委託・補助事業） 45 
 
Ⅵ 令和５（2023）年度 社会福祉研修実施計画（全社協独自事業） 46 





令和 5（2023）年度 社会福祉研修実施要綱 

 
Ⅰ 厚生労働省の委託に基づき、全社協中央福祉学院が実施する研修課程 

 
【1】 実施の目的  
 社会福祉事業に従事する職員を対象として、社会福祉主事資格及び社会福祉施設長資格の認定並

びに業務遂行上必要な現任訓練を行い、その資質を向上させ、もって社会福祉の増進に資するもの

とする。 
  
【2】 実施機関  
 厚生労働省の委託に基づき、社会福祉法人  全国社会福祉協議会  中央福祉学院（以下、「中央

福祉学院」という。）が実施する。 
  
【3】 研修課程  

課 程 名 実施回数 受講定員 日 数 摘 要 

［資格認定課程］ 
1. 社会福祉主事資格認定通信課程 

 
1 回 

 
2,000 人 

 
1 年 

 
集合研修 4 日 

2. 社会福祉施設長資格認定講習課程 1 回 300 人 1 年 集合研修 5 日 

［現任訓練課程］ 
3. 社会福祉法人経営者研修課程 

(1) 経営管理コース 
(2) 人事管理コース 

 
 

1 回 
1 回 

 
 

200 人 
200 人 

 
 

3 日 
3 日 

 

 
【4】実施要領 
上記 1～3 の研修課程について次頁以降記載する。 
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［資格認定課程］ 
 
１ 社会福祉主事資格認定通信課程  
 

(1) 目 的 
社会福祉主事として必要な基礎的知識及び技術について、通信教育の方法により教授し、

社会福祉法に定める社会福祉主事の任用資格を取得させる。 
 

(2) 受講期間等 
受講期間は令和 5 年 4 月 1 日から 1 年間 
学習期間は令和 5 年 6 月 1 日から令和 6 年 1 月 31 日まで 
修了期日は令和 6 年 3 月 31 日 

 
(3) 受講定員  ２，０００人 

 
(4) 受講資格 

都道府県又は市区町村の職員で、社会福祉行政および社会福祉事業に従事している者 
 

(5) 学習科目 

第１学期 第２学期 第３学期 第４学期 

社会福祉概論Ⅰ 
 
社会福祉概論Ⅱ 
 
心理学 
 
医学一般 

社会福祉援助技術論Ⅰ 
 
社会福祉援助技術論Ⅱ 
 
介護概論 
 
 

老人福祉論 
 
公的扶助論 
 
地域福祉論 
 
社会保障論 

児童家庭福祉論 
 
障害者福祉論 
 
法学 
 
社会学 

 
(6) 学習指導 
 ① 学習指導は、通信授業と集合研修により行う。 
 ② 通信授業は次の期間とする。 

学 期 期 間 

第１学期 令和 5 年 6 月 1 日～令和 5 年 7 月 31 日 

第２学期 令和 5 年 8 月 1 日～令和 5 年 9 月 30 日 

第３学期 令和 5 年 10 月 1 日～令和 5 年 11 月 30 日 

第４学期 令和 5 年 12 月 1 日～令和 6 年 1 月 31 日 
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  ③ 通信授業の自宅学習は「教科書（テキスト）」と「学習の手引」及び「補助教材」を用い

て行い、学習課題に対する答案を提出し、添削指導及び評価を受けるものとする。 
  ④ 集合研修は、次により行う。 
   ア 授業科目 学習科目のうち主要な６科目についての講義を行う。 
   イ 授業期間 次のうち中央福祉学院指定の１回を受講するものとする。 

回 日 程 

第１回 令和 5 年 8 月 3 日（木）～8 月 6 日（日） 

第２回 令和 5 年 8 月 28 日（月）～8 月 31 日（木） 

第３回 令和 5 年 9 月 19 日（火）～9 月 22 日（金） 

第４回 令和 5 年 9 月 26 日（火）～9 月 29 日（金） 

第５回 令和 5 年 10 月 17 日（火）～10 月 20 日（金） 

第６回 令和 5 年 11 月 13 日（月）～11 月 16 日（木） 

第７回 令和 5 年 11 月 27 日（月）～11 月 30 日（木） 

第 8 回 令和 6 年 1 月 16 日（火）～1 月 19 日（金） 

 
   ウ 会 場  中央福祉学院「ロフォス湘南」 
          〒240-0197 神奈川県三浦郡葉山町上山口 1560-44 
   エ 授業時に講義内容に関する短答式試験を行う。 
  ⑤ 通信授業と集合研修を修了した者に対し、「修了テスト」を行う。 
 

(7) 修了証書の交付 
通信授業の全科目に合格し、かつ、集合研修を修了した者で、修了テストに合格した者

について、社会福祉主事資格認定通信課程の修了証書を交付する。 
 

(8) 受講継続 
1 年間で修了できなかった者については、次年度に限り受講期間の継続を認める。 
この場合、所定の継続受講料を納入するものとする。 

 
(9) 経 費 

① 受講料 ７０，２００円 
② 受講者は、通信授業開始前に「受講料」を納入するものとする。 
③ 集合研修出席に伴う旅費・宿泊費等は申込者の負担とする。 
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２ 社会福祉施設長資格認定講習課程  
 

(1) 目 的 
「社会福祉施設の長の資格要件について（昭和 53 年 2 月 20 日付社庶第 13 号厚生省社会

局長・児童家庭局長通知）」および「児童福祉施設最低基準及び児童福祉法施行規則の一

部を改正する省令等の施行について（平成 23 年 9 月 1 日付雇児 0901 第１号厚生労働省

雇用均等・児童家庭局長通知）」による社会福祉施設の長（以下、「施設長」という）とし

て必要な具体的要件を満たしていない者に対して、施設長として必要な知識及び技術につ

いて通信教育の方法により教授し、必要な資格を取得させる。 
 

(2) 受講期間等 
受講期間は令和 5 年 4 月 1 日から 1 年間 
学習期間は令和 5 年 6 月 1 日から令和 6 年 1 月 31 日まで 
修了期日は令和 6 年 3 月 31 日 

 
(3) 受講定員  ３００人 

 
(4) 受講資格 

公立施設の施設長に就任予定の者又は施設長に就任している者であって、施設長として

の具体的要件を満たしていない者 
 

(5) 学習科目 

第１学期 第２学期 第３学期 第４学期 

社会福祉概論 
 
心理学 
 
医学一般 
 
人事・労務管理論 
 

社会福祉援助技術論 
 
介護概論 
 
社会福祉施設経営管理論 
 
財務管理論 
 

老人福祉論 
 
公的扶助論 
 
地域福祉論 
 
社会保障論 
 

児童家庭福祉論 
 
障害者福祉論 
 
法学 
 
社会学 
 

 
(6) 学習指導 
 ① 学習指導は、通信授業と集合研修（スクーリング）により行う。 
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 ② 通信授業は次の期間とする。 
学 期 期 間 

第１学期 令和 5 年 6 月 1 日～令和 5 年 7 月 31 日 

第２学期 令和 5 年 8 月 1 日 ～令和 5 年 9 月 30 日 

第３学期 令和 5 年 10 月 1 日～令和 5 年 11 月 30 日 

第４学期 令和 5 年 12 月 1 日～令和 6 年 1 月 31 日 
  ③ 通信授業の自宅学習は「教科書（テキスト）」と「学習の手引」及び「補助教材」を用い

て行い、学習課題に対する答案を提出し、添削指導及び評価を受けるものとする。 
  ④ 集合研修（スクーリング）は、次により行う。 
   ア 授業科目 学習科目のうち主要な８科目についての講義を行う。 
   イ 授業期間 次のうち中央福祉学院指定の１回を受講するものとする。  

  回            日  程 
第 1 回  令和 5 年 11 月 2 日（木）～11 月 6 日（月） 

 第 2 回 令和 5 年 11 月 17 日（金）～11 月 21 日（火） 
 第 3 回 令和 5 年 12 月 1 日（金）～12 月 5 日（火） 
 第 4 回 令和 5 年 12 月 15 日（金）～12 月 19 日（火） 
 第 5 回 令和 5 年 12 月 20 日（水）～12 月 24 日（日） 
 第 6 回 令和 6 年 1 月 11 日（木）～1 月 15 日（月） 
 第 7 回 令和 6 年 1 月 20 日（土）～1 月 24 日（水） 

 
ウ 会 場  中央福祉学院「ロフォス湘南」 

          〒240-0197 神奈川県三浦郡葉山町上山口 1560-44 
   エ 授業時に講義内容に関する短答式試験を行う。 
 

(7) 修了証書の交付 
通信授業の全科目に合格し、集合研修を修了した者について、社会福祉施設長資格認定

講習課程の修了証書を交付する。 
 

(8) 受講継続 
1 年間で修了できなかった者については、次年度に限り受講期間の継続を認める。 

この場合、所定の継続受講料を納入するものとする。 
 

(9) 経 費 
① 受講料 ７２，３００円 
② 受講者は、指定期日までに「受講料」を納入するものとする（p.15 参照）。 
③ 集合研修出席に伴う旅費・宿泊費等は申込者の負担とする。 
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［現任訓練課程］ 
 
３ 社会福祉法人経営者研修課程  
 

(1) 目 的 
社会福祉法人の経営者として必要な法人・施設運営に関する専門的知識及び技術を修得

させる。 
 

(2) 受講期間、受講定員、受講対象及び研修会場 

コース名 受講期間 受講定員 受講対象 

① 経営管理コース 
令和 6 年 1 月 28 日（日） 

～1 月 30 日（火） 
200 人 

社会福祉法人の役員及び

法人の経営に携わる者 

② 人事管理コース 
令和 5 年 12 月 9 日（土） 

～12 月 11 日（月） 
200 人 

 
研修会場  中央福祉学院「ロフォス湘南」 

          〒240-0197 神奈川県三浦郡葉山町上山口 1560-44 
 

(3) 研修内容 （一部変更の場合あり） 
 

コース名 研修内容 

① 経営管理コース 

社会福祉法人をめぐる制度・施策の動向、社会福祉法人としての

経営戦略の立て方、利用者本位のサービスを提供するための組織づ

くり、社会福祉法人の財務管理と経営のあり方、経営者として備え

るべき資質等について、講義と演習を通して学ぶ。 

② 人事管理コース 
福祉人材確保・定着のための施策推進、「働き方改革」に取り組

むための環境整備、人材育成や働きやすい職場風土づくり等につい

て、講義と演習を通して学ぶ。 
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(4) 経 費 
① 受講料 ２６，２００円 
② 受講者は、研修会受講決定通知後に「受講料」を納入するものとする（ｐ.15 参照）。 
③ 集合研修出席に伴う旅費・宿泊費等は申込者の負担とする。 

 
(5) 修了証書の交付 

研修を修了した者には、修了証書を交付する。 
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Ⅱ 厚生労働省の補助事業に基づき、全社協中央福祉学院が実施する研修課程 

 
【1】 実施の目的  
 社会福祉事業に従事する職員を対象として、児童福祉司資格の認定並びに業務遂行上必要な現任

訓練を行い、その資質を向上させ、もって社会福祉の増進に資するものとする。 
  
【2】 実施機関  
 厚生労働省の補助事業に基づき、社会福祉法人  全国社会福祉協議会  中央福祉学院（以下、「中

央福祉学院」という。）が実施する。 
  
【3】 研修課程  

課 程 名 
実施 
回数 

受講定員 
(１回あたり) 

日 数 摘 要 

1. 児童福祉司資格認定通信課程 1 回 200 人 1 年 集合研修 5 日 

2.「福祉職員キャリアパス対応生涯研修課程」  
指導者養成研修会 

1 回 80 人 3 日  

 
【4】実施要領 
上記 1、2 の研修課程について次頁以降記載する。 
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１ 児童福祉司資格認定通信課程  
 

(1) 目 的 
児童福祉司として必要な基礎的知識及び技術について、通信教育の方法により教授し、

児童福祉法に定める児童福祉司の任用資格を取得させる。 
 

(2) 受講期間等 
受講期間は令和 5 年 4 月 1 日から 1 年間 
学習期間は令和 5 年 6 月 1 日から令和 6 年 1 月 31 日まで 
修了期日は令和 6 年 3 月 31 日 

 
(3) 受講定員  ２００人 

 
(4) 受講資格 

都道府県、政令指定都市、政令で定める特別区、児童相談所を設置している中核市で児

童福祉に関する業務に携わる職員及び児童福祉法第 10 条第 1 項に規定する業務に携わる

市区町村の職員で、学校教育法第 87 条による４年制大学を卒業した者又は令和 5 年 3 月

に卒業見込の者 
 

(5) 学習科目 

第１学期 第２学期 第３学期 第４学期 

社会福祉概論 
 
心理学 
 
医学一般 
 
養護原理 

社会福祉援助技術論 
 
介護概論 
 
子ども虐待への対応 
 
児童相談所運営論 

老人福祉論 
 
公的扶助論 
 
地域福祉論 
 
社会保障論 

児童家庭福祉論 
 
障害者福祉論 
 
法学 
 
社会学 

 
(6) 学習指導 
 ① 学習指導は、通信授業と集合研修により行う。 
 ② 通信授業は次の期間とする。              

学 期 期 間 

第１学期 令和 5 年 6 月 1 日～令和 5 年 7 月 31 日 

第２学期 令和 5 年 8 月 1 日～令和 5 年 9 月 30 日 

第３学期 令和 5 年 10 月 1 日～令和 5 年 11 月 30 日 

第４学期 令和 5 年 12 月 1 日～令和 6 年 1 月 31 日 
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  ③ 通信授業の自宅学習は「教科書（テキスト）」と「学習の手引」及び「補助教材」を用い

て行い、学習課題に対する答案を提出し、添削指導及び評価を受けるものとする。 
  ④ 集合研修は、次により行う。 
   ア 授業科目 学習科目のうち主要な科目についての講義を行う。 
   イ 集合研修期間（予定） 

期 間 令和 5 年 10 月 27 日（金）～10 月 31 日（火） 

     ※新型コロナウイルス感染の影響により、集合研修への出席が不可能と判断される者

に対しては、別途、他の方法により講義を行う予定。 
ウ 会 場  中央福祉学院「ロフォス湘南」 

          〒240-0197 神奈川県三浦郡葉山町上山口 1560-44 
   エ 授業時に講義内容に関する短答式試験を行う。 
  ⑤ 通信授業と集合研修を修了した者に対し、「修了テスト」を行う。 
 

(7) 修了証書の交付 
通信授業の全科目に合格し、かつ、集合研修を修了した者で、修了テストに合格した者

について、児童福祉司資格認定通信課程の修了証書を交付する。 
 

(8) 受講継続 
１年間で修了できなかった者については、次年度に限り受講期間の継続を認める。 

この場合、所定の継続受講料を納入するものとする。 
 

(9) 経 費 
① 受講料 ７５，４００円 
② 受講者は、通信授業開始前に「受講料」を納入するものとする。 
③ 集合研修出席に伴う旅費・宿泊費等は申込者の負担とする。 
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２「福祉職員キャリアパス対応生涯研修課程」指導者養成研修会  
 

(1) 目 的 
  ・「福祉職員キャリアパス対応生涯研修課程 標準研修プログラム」の趣旨と目的を理解する。 

・テキスト類および「指導の手引き（指導マニュアル）」の活用方法を学ぶ。 
・各科目の展開・指導方法を修得する。 

 
(2) 受講期間、受講定員、受講対象及び研修会場 

受講期間 受講定員 受講対象 

令和 5 年 5 月 13 日(土)～ 
15 日(月) 

 
80 人 

福祉職員キャリアパス対応生涯研修課程の

研修実施団体が推薦する「福祉職員キャリア

パス対応生涯研修課程」の研修指導予定者 

 
研修会場  中央福祉学院「ロフォス湘南」 

          〒240-0197 神奈川県三浦郡葉山町上山口 1560-44 
 

(3) 研修内容 
「福祉職員キャリアパス対応生涯研修課程」の研修指導者として必要な知識及び技術の

講義ならびに演習等 
 

(4) 経 費 
① 受講料 ２５，５００円 
② 受講者は、通信授業開始前に「受講料」を納入するものとする（p.15 参照）。 
③ 研修会出席に伴う旅費・宿泊費等は申込者の負担とする。 

 
(5) 修了証書の交付 

研修を修了した者には、修了証書を交付する。 
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〔日 　程〕 令和5年5月13日（土）～5月15日（月）

〔会　 場〕 中央福祉学院「ロフォス湘南」
 〔対象者〕

  〔目　的〕

 〔プログラム（予定）〕
講師

9：30～

10：00～10：15
（15分）

全国社会福祉協議会中央福祉学院

10：15～11:15
（60分）

11:25～12:25
（60分）

13:15～19：00
（345分）

２
日
目

　9：00～19：00
（150分）

　9：00～12：40
（220分）

13：30～14：30
（60分）

令和5年度「福祉職員キャリアパス対応生涯研修課程」指導者養成研修会

・「福祉職員キャリアパス対応生涯研修課程 標準研修プログラム」の趣旨と目的を理解する。
・テキスト類および「指導の手引き（指導マニュアル）」の活用方法を学ぶ。
・各科目の展開・指導方法を修得する。

福祉職員キャリアパス対応生涯研修課程の研修実施団体が推薦する「福祉職員キャリアパス対応生涯研
修課程」の研修指導予定者

研修科目

全
体
会

【受付】

日　時

【講義】
　「指導演習の振り返り」

【演習と振返り】
　「①基軸科目の講義と演習、振り返り」
　「②基礎科目の講義と演習、振り返り」
　「③重点科目の講義と演習、振り返り」
　「④啓発科目の講義と演習、振り返り」

【演習と振返り】
　「⑤行動指針マップの策定、振り返り」
　「⑥キャリアデザインと行動計画の策定、振り返り」

【開講式／オリエンテーション】

全国社会福祉協議会
キャリアパス対応生涯研修課程運営委員会
テキスト編集委員会【講義】

　「本研修課程のコンセプト及び標準研修プログラムの
構成」

３
日
目

１
日
目

（プログラムの時間割や一部内容、講師等については変更する場合があります）

分
科
会

＜分科会オリエンテーション＞
「初任者」指導コース、「中堅職員」指導コース、
「チームリーダー」指導コース、「管理職員」指導コース
【講義】
　「標準プログラムの内容と指導」
　「担当割とレッスンプランの作成」

全国社会福祉協議会
キャリアパス対応生涯研修課程運営委員会
テキスト編集委員会

【基調報告】
　「本研修課程の意義と研修指導者への期待」

＜分科会＞
全国社会福祉協議会
キャリアパス対応生涯研修課程運営委員会
テキスト編集委員会
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Ⅲ 受講申込手続等（委託・補助事業） 

 
1 受講申込手続  
 

受講申込者（行政機関の場合は所属長、公営施設の場合は所属長又は施設長、社会福祉法人等

経営施設の場合は理事長又は施設長）は、受講希望者ごとに各課程の「受講申込書」（様式は中

央福祉学院から別途送付する「受講案内」、または、中央福祉学院ホームページからダウンロー

ドして取得した「受講案内」による）に必要事項を記入し、次に示す区分に従い所定の期日まで

に提出するものとする。 
なお、研修派遣経費（全額又は一部）が、都道府県・指定都市・中核市又は団体等において負

担、又は、助成等されるときは、調整のうえ提出すること。 
 

(1) 資格認定課程（社会福祉主事資格認定通信課程、社会福祉施設長資格認定講習課程、児童福

祉司資格認定通信課程）の受講申込書の提出については、中央福祉学院長からの別途通知に

よるものとする。 
 

(2) 現任訓練課程（社会福祉法人経営者研修課程、「福祉職員キャリアパス対応生涯研修課程」指

導者養成研修会）の受講申込書は、受講申込者が中央福祉学院長あてに直接提出するものと

する。 
 

(3) 上記(2)に示した現任訓練課程の「受講案内」及び「受講申込書」の様式は、中央福祉学院ホ

ームページ（https://www.gakuin.gr.jp）からダウンロードして取得することができるものと

する。 

 
 
2 受講者の決定及び通知  
 

(1) 資格認定課程について、中央福祉学院長は研修課程ごとに定員の範囲内で受講者を決定し、

その結果を社会福祉研修主管部（局）長及び受講申込者に通知するものとする。 
 

(2) 現任訓練課程について、中央福祉学院長は研修課程ごとに定員の範囲内で受講者を決定し、

その結果を受講申込者に通知するものとする。 
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3 受講申込書等の提出期限 
 

申込期限及び提出先 

 
 
 
課程名 

受講申込書の提出期限 
受講申込書及び 
受講希望者連名簿の提出期限 

受講申込者 
→ 社会福祉研修 

主管部（局）長 

社会福祉研修 
主管部（局）長 

→ 中央福祉学院長 

［資格認定課程］   

1 社会福祉主事資格認定通

信課程 
令和 5 年 4 月 7 日（金） 令和 5 年 4 月 14 日（金） 

2 社会福祉施設長資格認定

講習課程（※） 
令和 5 年 4 月 7 日（金） 令和 5 年 4 月 14 日（金） 

3 児童福祉司資格認定通信

課程 
令和 5 年 4 月 7 日（金） 令和 5 年 4 月 14 日（金） 

［現任訓練課程］  
 
 
 
受講申込書を直接、中央福祉学院長宛に提出 
 
 
 

4 社会福祉法人経営者研修

課程 

5「福祉職員キャリアパス対

応生涯研修課程」 
指導者養成研修会 

 ※社会福祉施設長資格認定講習課程については、上記社会福祉研修主管部（局）からの申込のほ

か、中央福祉学院への直接の申込も実施（申込期限：令和 5 年 4 月 7 日（金）） 
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4 各研修課程の経費 
 

(1) 受講者の受講料は次のとおりとする。（いずれも受講決定通知後に納入のこと） 
 

1 社会福祉主事資格認定通信課程 ……… ７０，２００円

2 社会福祉施設長資格認定講習課程 ……… ７２，３００円

3 児童福祉司資格認定通信課程 
  *一部、テキストとして市販図書使用(受講料に含まず) 

……… ７５，４００円

4 社会福祉法人経営者研修課程 ……… ２６，２００円

5「福祉職員キャリアパス対応生涯研修課程」 
指導者養成研修会 
*一部、テキストとして市販図書使用(受講料に含まず) 

……… ２５，５００円

 
(2) 「社会福祉主事資格認定通信課程」「社会福祉施設長資格認定講習課程」及び「児童福祉司資

格認定通信課程」の次年度への受講継続者は、所定の継続受講料を納入するものとする。 
 

(3) 研修会出席に伴う旅費、宿泊費等は、上記の経費とは別に申込者の負担とする。 
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5 その他  
 

(1) 関係各課への受講案内・周知連絡について 
都道府県・指定都市・中核市により、各研修課程の担当課が複数に分かれていることが考え

られるので、研修の実施計画の周知・徹底を図るため、本「実施要綱」及び「受講案内」を関

係所管課等に配布願いたい。 
資格認定課程である「社会福祉主事資格認定通信課程」「社会福祉施設長資格認定講習課程」

「児童福祉司資格認定通信課程」の「受講案内」は、中央福祉学院から別途送付するので福祉

事務所、身体障害者更生相談所、知的障害者更生相談所、児童相談所及び社会福祉施設等の各

関係機関、及び市町村福祉関係各課に配布願いたい。 

現任訓練課程である「社会福祉法人経営者研修課程」の「受講案内」は、中央福祉学院より

受講対象施設等に直接配布する。 
また、「福祉職員キャリアパス対応生涯研修課程」指導者養成研修会の「受講案内」は、中

央福祉学院より都道府県・指定都市社会福祉研修実施機関等に別途直接配布する。 
なお、現任訓練課程の「受講案内」「受講申込書」は、すべて中央福祉学院ホームページ（h

ttps://www.gakuin.gr.jp）からダウンロードにより取得できることとしているのであわせて

周知願いたい。 

 
(2) 受講促進について 

次の①から③については、受講促進について特段の配慮を賜りたい。 
①「町村の福祉行政担当者」への社会福祉主事資格認定通信課程（公務員課程）の受講 
②「社会福祉施設の長としての具体的要件を満たしていない者」への社会福祉施設長資格認

定講習課程の受講 
③「市町村職員」への児童福祉司資格認定通信課程の受講 

 
(3) 受講結果の通知について 

資格認定課程の受講結果については、各研修課程終了後、中央福祉学院長から当該社会福祉

研修主管部（局）長宛に修了者報告として通知する。 
 
 

-16-



Ⅳ 全社協中央福祉学院が独自に実施する研修課程 
 
【1】 実施の目的  
 社会福祉事業に従事する職員を対象として、資格の認定並びに業務遂行上必要な現任訓練を行い、

その資質を向上させ、もって社会福祉の増進に資するものとする。 
  
【2】 実施機関  
 社会福祉法人 全国社会福祉協議会 中央福祉学院（以下、「中央福祉学院」） 
  
【3】 研修課程  

課 程 名 回数 受講定員 日数 摘 要 
1. 社会福祉主事資格認定通信課程 

（民間社会福祉事業職員） 
2 回 3,900 人 1 年 集合研修 5 日 

2. 社会福祉施設長資格認定講習課程 
（民間社会福祉施設長） 

1 回 700 人 1 年 集合研修 5 日 

3. 社会福祉士通信課程短期養成コース（第 10 期） 1 回 560 人 9 か月 
集合研修 
要実習者は別途
5 日 

4. 第 47 期福祉施設長専門講座 1 回 200 人 1 年 集合研修２回 

5. 社会福祉法人会計実務講座 1 回 1,240 人 6 か月 集合研修３日 

6. 都道府県・指定都市社会福祉協議会管理職員 
研修会 

1 回 30 人 3 日 集合研修３日 

7. 市区町村社会福祉協議会管理職員研修会 1 回 70 人 3 日 集合研修３日 

8. 都道府県・指定都市社会福祉協議会中堅職員 
研修会 

１回 80 人 3 日 集合研修３日 

9. 都道府県・指定都市社会福祉研修実施機関職員 
研修会 

１回 10 人 3 日 集合研修３日 

10. 職場研修担当者研修会 
 

2 回 各 50 人 3 日 集合研修２日 

1 回 
ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ 

10 人 
4 日 集合研修１日 

11. スーパービジョン研修会 1 回 120 人 ３日 集合研修３日 

12. ファミリーソーシャルワーク研修会 2 回 各 200 人 各 2 日 集合研修各２日 

13. 「福祉職員キャリアパス対応生涯研修課程」 
上級管理者研修会 

1 回 30 人 ２日 集合研修２日 

14 . ふくし未来塾 1 回 30 人 3 日 
ゼミ合宿 
動画視聴 

 
【4】実施要領 
上記１～14 研修課程について次頁以降記載する。 

-17-



１ 社会福祉主事資格認定通信課程（民間社会福祉事業職員）  
  
① 春期コース 

(1)  目 的 
民間社会福祉事業に従事している職員について、社会福祉主事として必要な基礎的知識

及び技術について、通信教育の方法により教授し、社会福祉法に定める社会福祉主事の任

用資格を取得させる。 
 

(2)  受講期間等 
受講期間は令和 5 年 4 月 1 日から 1 年間 
学習期間は令和 5 年 5 月 15 日から令和 6 年 1 月 31 日まで 
修了期日は令和 6 年 3 月 31 日 

 
(3)  受講定員  ３，９００人（春・秋期合計） 

 
(4)  受講資格 

    社会福祉事業(社会福祉法に基づく第 1 種・第 2 種社会福祉事業)の施設・事業所、ある

いは介護保険法に基づく介護保険事業者の指定を受けた施設・事業所に従事していること

又は「社会福祉主事の実習施設・事業」に従事していること。 
 

(5)  受講申込手続 
受講申込者（所属長）は、「社会福祉主事資格認定通信課程（民間社会福祉事業職員）

受講案内」に従い、中央福祉学院長あてに直接申し込む。 
 

(6)  受講申込書の提出期限   
    令和 5 年 1 月 31 日（当日消印有効） ※3 月 8 日まで延期   
 

(7)  受講者の決定 
中央福祉学院長は受講希望者について書類選考を行い、定員の範囲内で受講者を決定し、

その結果を受講申込者に通知する。 
 

(8)  学習科目 
第１学期 第２学期 第３学期 第４学期 

社会福祉概論Ⅰ 
 
社会福祉概論Ⅱ 
 
心理学 
 
医学一般 
 

社会福祉援助技術論Ⅰ 
 
社会福祉援助技術論Ⅱ 
 
介護概論 
 
社会福祉施設経営管理論 
社会福祉協議会の活動 

老人福祉論 
 
公的扶助論 
 
地域福祉論 
 
社会保障論 
 

児童家庭福祉論 
 
障害者福祉論 
 
法学 
 
社会学 
 

第 2 学期「社会福祉施設経営管理論」「社会福祉協議会の活動」は受講コースにより、いずれか 1 科目を受講 
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１ 社会福祉主事資格認定通信課程（民間社会福祉事業職員）  
  
① 春期コース 

(1)  目 的 
民間社会福祉事業に従事している職員について、社会福祉主事として必要な基礎的知識

及び技術について、通信教育の方法により教授し、社会福祉法に定める社会福祉主事の任

用資格を取得させる。 
 

(2)  受講期間等 
受講期間は令和 5 年 4 月 1 日から 1 年間 
学習期間は令和 5 年 5 月 15 日から令和 6 年 1 月 31 日まで 
修了期日は令和 6 年 3 月 31 日 

 
(3)  受講定員  ３，９００人（春・秋期合計） 

 
(4)  受講資格 

    社会福祉事業(社会福祉法に基づく第 1 種・第 2 種社会福祉事業)の施設・事業所、ある

いは介護保険法に基づく介護保険事業者の指定を受けた施設・事業所に従事していること

又は「社会福祉主事の実習施設・事業」に従事していること。 
 

(5)  受講申込手続 
受講申込者（所属長）は、「社会福祉主事資格認定通信課程（民間社会福祉事業職員）

受講案内」に従い、中央福祉学院長あてに直接申し込む。 
 

(6)  受講申込書の提出期限   
    令和 5 年 1 月 31 日（当日消印有効） ※3 月 8 日まで延期   
 

(7)  受講者の決定 
中央福祉学院長は受講希望者について書類選考を行い、定員の範囲内で受講者を決定し、

その結果を受講申込者に通知する。 
 

(8)  学習科目 
第１学期 第２学期 第３学期 第４学期 

社会福祉概論Ⅰ 
 
社会福祉概論Ⅱ 
 
心理学 
 
医学一般 
 

社会福祉援助技術論Ⅰ 
 
社会福祉援助技術論Ⅱ 
 
介護概論 
 
社会福祉施設経営管理論 
社会福祉協議会の活動 

老人福祉論 
 
公的扶助論 
 
地域福祉論 
 
社会保障論 
 

児童家庭福祉論 
 
障害者福祉論 
 
法学 
 
社会学 
 

第 2 学期「社会福祉施設経営管理論」「社会福祉協議会の活動」は受講コースにより、いずれか 1 科目を受講 
 
 
 

 
(9) 学習指導等 
 ① 学習指導は、通信授業と集合研修により行う。 
 ② 通信授業は次の期間とする。 

学 期 期 間 
第１学期 令和 5 年 5 月 15 日 ～ 令和 5 年 7 月 31 日 
第２学期 令和 5 年 8 月 1 日 ～ 令和 5 年 9 月 30 日 
第３学期 令和 5 年 10 月 1 日 ～ 令和 5 年 11 月 30 日 
第４学期 令和 5 年 12 月 1 日 ～ 令和 6 年 1 月 31 日 

  ③ 通信授業の自宅学習は「教科書（テキスト）」と「学習の手引」及び「補助教材」を用い

て行い、学習課題に対する答案を提出し、添削指導及び評価を受けるものとする。 
  ④ 集合研修は、次により行う。 
   ア 授業科目 学習科目のうち７科目についての講義と特別講義を行う。 
   イ 授業期間 次のうち中央福祉学院指定の１回を受講するものとする。 
     ※集合研修の開催日程は調整中につき、決まり次第ホームページ等で周知する。 

   ウ 会 場  中央福祉学院「ロフォス湘南」 
          〒240-0197 神奈川県三浦郡葉山町上山口 1560-44 
   エ 試 験  授業時に講義内容に関する短答式試験を行う。 
 

(10)  修了証書の交付 
通信授業の全科目に合格し、かつ、集合研修を修了した者で、修了テストに合格した者

について、社会福祉主事資格認定通信課程の修了証書を交付する。 
 

(11)  受講継続 
1 年間で修了できなかった者については、次年度に限り受講期間の継続を認める。 
この場合、所定の継続受講料を納入するものとする。 
 

(12)  経 費 
①  受講料  ８９，０００円 
②  受講者は、通信授業開始前に「受講料」を納入するものとする。 
③  集合研修出席に伴う旅費・宿泊費等は申込者の負担とする。 
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② 秋期コース 
(1)  目 的 

民間社会福祉事業に従事している職員について、社会福祉主事として必要な基礎的知識

及び技術について、通信教育の方法により教授し、社会福祉法に定める社会福祉主事の任

用資格を取得させる。 
 

(2)  受講期間等 
受講期間・学習期間は令和 5 年 10 月 1 日から 1 年間 
学習期間は令和 5 年 10 月 1 日から令和 6 年 5 月 31 日まで 
修了期日は令和 6 年 9 月 30 日 

 
(3)  受講定員  ３，９００人（春・秋期合計） 

 
(4)  受講資格 

社会福祉事業(社会福祉法に基づく第 1 種・第 2 種社会福祉事業)の施設・事業所、ある

いは介護保険法に基づく介護保険事業者の指定を受けた施設・事業所に従事していること 
 

(5)  受講申込手続 
受講申込者（所属長）は、「社会福祉主事資格認定通信課程（民間社会福祉事業職員）

受講案内」に従い、中央福祉学院長あてに直接申し込む。 
 

(6)  受講申込書の提出期限   
令和 5 年 6 月 30 日（当日消印有効） 

 
(7)  受講者の決定 

中央福祉学院長は受講希望者について書類選考を行い、定員の範囲内で受講者を決定し、

その結果を受講申込者に通知する。 
 
(8)  学習科目 

第１学期 第２学期 第３学期 第４学期 

老人福祉論 
 
公的扶助論 
 
地域福祉論 
 
社会保障論 

児童家庭福祉論 
 
障害者福祉論 
 
法学 
 
社会学 

社会福祉概論Ⅰ 
 
社会福祉概論Ⅱ 
 
心理学 
 
医学一般 

社会福祉援助技術論Ⅰ 
 
社会福祉援助技術論Ⅱ 
 
介護概論 
 
社会福祉経営管理論 
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(9) 学習指導等 
 ① 学習指導は、通信授業と集合研修により行う。 
 ② 通信授業は次の期間とする。 

学 期 期 間 
第１学期 令和 5 年 10 月 1 日 ～ 令和 5 年 11 月 30 日 
第２学期 令和 5 年 12 月 1 日 ～ 令和 6 年 1 月 31 日 
第３学期 令和 6 年 2 月 1 日 ～ 令和 6 年 2 月 28 日 
第４学期 令和 6 年 3 月 1 日 ～ 令和 6 年 5 月 31 日 

  ③ 通信授業の自宅学習は「教科書（テキスト）」と「学習の手引」及び「補助教材」を用い

て行い、学習課題に対する答案を提出し、添削指導及び評価を受けるものとする。 
  ④ 集合研修は、次により行う。 
   ア 授業科目 学習科目のうち７科目についての講義と特別講義を行う。 
   イ 授業期間 次のうち中央福祉学院指定の１回を受講するものとする。 

※集合研修の開催日程は調整中につき、決まり次第ホームページ等で周知する。 

   ウ 会 場  中央福祉学院「ロフォス湘南」 
          〒240-0197 神奈川県三浦郡葉山町上山口 1560-44 
   エ 試 験  授業時に講義内容に関する短答式試験を行う。 
   

(10)  修了証書の交付 
通信授業の全科目に合格し、かつ、集合研修を修了した者で、修了テストに合格した者

について、社会福祉主事資格認定通信課程の修了証書を交付する。 
 

(11)  受講継続 
1 年間で修了できなかった者については、次年度に限り受講期間の継続を認める。 
この場合、所定の継続受講料を納入するものとする。 
 

 (12)  経 費 
①  受講料  ８９，０００円 
②  受講者は、通信授業開始前に「受講料」を納入するものとする。 
③  集合研修出席に伴う旅費・宿泊費等は申込者の負担とする。 
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２ 社会福祉施設長資格認定講習課程（民間社会福祉施設長）  
 

(1) 目 的 
「社会福祉施設の長の資格要件について（昭和 53 年 2 月 20 日付社庶第 13 号厚生省社会

局長・児童家庭局長通知）」および「児童福祉施設最低基準及び児童福祉法施行規則の一

部を改正する省令等の施行について（平成 23 年９月１日付雇児 0901 第１号厚生労働省雇

用均等・児童家庭局長通知）」による社会福祉施設の長（以下、「施設長」という）として

必要な具体的要件を満たしていない者に対して、施設長として必要な知識及び技術につい

て通信教育の方法により教授し、必要な資格を取得させる。 
 

(2) 受講期間等 
受講期間は令和 5 年 4 月 1 日から 1 年間 
学習期間は令和 5 年 6 月 1 日から令和 6 年 1 月 31 日まで 
修了期日は令和 6 年 3 月 31 日 

 
(3) 受講定員  ７００人 

 
(4) 受講資格 

民間社会福祉施設の施設長に就任予定の者又は施設長に就任している者であって、施設

長としての具体的要件を満たしていない者 
 
 (5) 受講申込手続、申込書の提出期限、受講者の決定等 

受講申込手続、申込書の提出期限、受講者の決定等については、公立施設を対象とする

課程に準ずる。 
 

(6) 学習科目及び学習指導等 
   学習科目、学習指導等については、公立施設を対象とする課程に準ずる。 

   
(7) 修了証書の交付 

通信授業の全科目に合格し、集合研修を修了した者について、社会福祉施設長資格認定

講習課程の修了証書を交付する。 
 

(8) 受講継続 
1 年間で修了できなかった者については、次年度に限り受講期間の継続を認める。この

場合、所定の継続受講料を納入するものとする。 
 

(9) 経 費 
① 受講料  ７２，３００円（受講承認通知後に納入する） 
② 集合研修出席に伴う旅費、宿泊費等は申込者の負担とする。 
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３ 社会福祉士通信課程短期養成コース（第 10 期） 
(1) 目 的 

社会福祉士として必要な専門の学術の理論及び応用について、主として通信の方法によ

り教授し、「社会福祉士及び介護福祉士法」に定める社会福祉士国家試験の受験資格を付

与する。 
 

(2) 修業年限 
受講期間は令和 5 年 4 月 16 日から令和 6 年 1 月 15 日 
ただし、学習期間は令和 5 年 4 月 16 日から令和 5 年 11 月 15 日まで 

 
(3) 入学定員  560 人 

 
(4) 入学資格 

「社会福祉士介護福祉士養成施設指定規則」第 3 条第一号イのいずれかに該当する下記

①～⑤の者。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

① 学校教育法に基づく大学（短期大学を除く。次条において同じ。）において法第 7
条第 2 号に規定する基礎科目（以下この号において「基礎科目」という。）を修め

て卒業した者その他その者に準ずるものとして社会福祉士及び介護福祉士法施行

規則（昭和 62 年厚生省令第 49 号。以下「施行規則」という。）第 1 条第 2 項各

号に掲げる者。 
② 学校教育法に基づく短期大学（修業年限が３年であるものに限る。）において基礎

科目を修めて卒業した者（夜間において授業を行う学科又は通信による教育を行

う学科を卒業した者を除く。）その他その者に準ずるものとして施行規則第 1 条第

5 項各号に掲げる者であって、法第 7 条第 4 号に規定する指定施設（以下「指定

施設」という。）において１年以上相談援助の業務に従事したもの。 
③ 学校教育法に基づく短期大学において基礎科目を修めて卒業した者その他その者

に準ずるものとして施行規則第１条第８項各号に掲げる者であって、指定施設に

おいて 2 年以上相談援助の業務に従事したもの。 
④ 社会福祉法（昭和 26 年法律第 45 号）第 19 条第 1 項第 2 号に規定する養成機関

の課程を修了した者であって、指定施設において２年以上相談援助の業務に従事

したもの。 
⑤ 児童福祉法（昭和 22 年法律第 164 号）に定める児童福祉司、身体障害者福祉法（昭

和 24 年法律第 283 号）に定める身体障害者福祉司、社会福祉法に定める福祉に関

する事務所に置かれる同法第 15 条第１項第１号に規定する所員、知的障害者福祉

法（昭和 35 年法律第 37 号）に定める知的障害者福祉司並びに老人福祉法（昭和

38 年法律第 133 号）第 6 条及び第 7 条に規定する社会福祉主事であった期間が 4
年以上である者。 
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(5) 入学申込手続 
入学希望者は、入学申込書に所要事項を記入し、入学選考料及び示された課題による小

論文を添えて中央福祉学院長あてに申し込む。 
 

(6) 受講申込書の提出期限 
令和 5 年 3 月 15 日。以降、 定員に達するまで受付。 

 
(7) 受講者の決定 

中央福祉学院長は、入学希望者について小論文及び入学申込書により選考を行い、定員

の範囲内で入学者を決定し、その結果を申込者に通知する。 
 

(8) 学習科目 
学期 科目名  

 
 

第 1 学期 

（1） 現代社会と福祉 1 
（2） 地域福祉の理論と方法 1 
（3） 地域福祉の理論と方法 2 
（4） 相談援助の理論と方法 1 
（5） 相談援助の理論と方法 2 

第 1 学期から第 2 学期を通し

て実施 
（9） 相談援助演習 

1・2・3・4・5 
（10）相談援助実習指導 

（実習要履修者のみ）  
第 2 学期 

（6） 現代社会と福祉 2 
（7） 相談援助の理論と方法 3 
（8） 相談援助の理論と方法 4 

修業年限内に「相談援助実習」を行う。ただし、指定施設において１年以上相談援助

の業務に従事した後入学する者については免除となる。 
 

(9) 学習指導等 
①  学習指導は、通信授業及び集合研修等により行う。 
②  通信授業は次の期間とする。 

学 期 期 間 

第１学期 令和 5 年 4 月 16 日～令和 5 年 7 月 31 日 

第２学期 令和 5 年 8 月 1 日～令和 5 年 11 月 15 日 

③  通信授業の自宅学習は「教科書」と「学習の手引」、「指導講師が指定する参考書」等

を用いて行い、学習課題に対するレポートを提出し、添削指導と評価を受けるものとす

る。 
④  科目の合否判定は、答案（レポート）の評価及び集合研修の出席を総合して行う。 
⑤  集合研修は、次により行う。 
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ア 集合研修は次の期間とする。 
※オリエンテーション（導入授業）4 月 16 日（日）オンライン方式で実施。全員必須。 

会場 １回目 ２回目 ３回目 日数 

ロフォスＡ 
4 月 22 日(土) 

～24 日(月) 

7 月 15 日(土) 

～17(月・祝) 
 

3 日間×2 回 ロフォスＢ 
6 月 2 日(金) 

～4 日(日) 

7 月 22 日(土) 

～24 日(月) 
 

ロフォスＣ 
6 月 6 日(火) 

～8 日(木) 

8 月 8 日(火) 

～10 日(木) 
 

東京Ⅾ 
5 月 20 日(土) 

～21 日(日) 

6 月 17 日(土) 

～18 日(日) 

7 月 8 日(土) 

～9 日(日) 

2 日間×3 回 

東京Ｆ 
5 月 27 日(土) 

～28 日(日) 

6 月 24 日(土) 

～25 日(日) 

7 月 29 日(土) 

～30 日(日) 

東京Ｇ 
6 月 26 日(月) 

～27 日(火) 

7 月 31 日(月) 

～８月１日(火) 

8 月 21 日(月) 

～22 日(火) 

神戸 
5 月 13 日(土) 

～14 日(日) 

6 月 10 日(土) 

～11 日(日) 

8 月 5 日(土) 

～6 日(日) 

 

実習指導 

（ﾛﾌｫｽ） 

4 月 25 日(火)～27 日（木) 

＊実習要履修者 

11 月 27 日(月)～28 日（火) 

＊実習要履修者 

 
イ 会 場   

ロフォス 〒240-0197 神奈川県三浦郡葉山町上山口 1560-44 ロフォス湘南 
東京 〒100-8980 東京都千代田区霞が関 3-3-2 新霞が関ビル 5 階 
神戸 〒651-0085 兵庫県神戸市中央区八幡通 4-2-12 ｶｻﾍﾞﾗ FRⅡビル 三宮研修センター 

   
（10）卒業証書の交付 

全科目に合格した者について、社会福祉士通信課程の修了を認定し、卒業証書を交付する。 
 

（11）経 費 
  ① 入学選考料    ５，１００円（入学申込時に納入する） 
  ② 授 業 料  １８８，４００円（教材費込、入学決定後に納入する） 
  ③ 実習指導料  ２３４, ３００円（相談援助実習が必要となる者のみ、入学決定後に納入する） 

  ④ 集合研修出席及び実習に伴う旅費・宿泊費等は、別途負担となる。 
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４ 第 47 期福祉施設長専門講座〔通信課程〕 
 

(1) 目 的 
社会福祉施設長として、施設経営管理に必要な専門的知識及び技術を修得させ、より高

度な実践能力を養成する。 
 

(2) 受講期間等 
受講期間は令和 5 年 8 月 1 日から令和 6 年 3 月 31 日まで 
修了期日は令和 6 年 3 月 31 日 

 
(3) 受講定員  200 人 

 
(4) 受講資格 

現在、社会福祉施設長（管理者）または理事長、理事または施設長相当の業務を担当し

ている者であって、社会福祉事業経験が 1年以上あり、さらに次のいずれかに該当する者。 
①  中央福祉学院が実施する「社会福祉施設長資格認定講習課程」を修了した者。 
②  社会福祉主事、保育士、社会福祉士、介護福祉士、医師、理学療法士、作業療法士、 

 看護師、精神保健福祉士、介護支援専門員資格のいずれかを有する者。 
③  上記①②以外の者であって、2 年以上施設長の職にある者。 

 
(5) 受講申込手続 

受講申込者は所定の申込書に所要事項を記入し、中央福祉学院長あてに直接申し込む。 
 

(6) 受講申込書の提出期限   
令和 5 年 6 月 30 日（当日消印有効）  

 
(7) 受講者の決定 

福祉施設長専門講座運営委員会において、受講希望者の書類選考を行い、定員の範囲内

で受講者を決定し、その結果を受講申込者に通知する。 
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(8) 学習科目 

面 
接 
授 
業 

① 経営管理 
② サービス管理 
③ 地域共生社会 
④ 法人・施設の役割と経営のあり方 
⑤ 施設長に求められるもの 
⑥ サービスの質と権利擁護 
⑦ 財務管理 
⑧ 人事労務管理 
⑨ リスクマネジメント 

通 
信 
授 
業 

① 経営管理ワークシート 
② サービス管理レポート 
③ 地域共生社会レポート  

 
(9) 学習指導等 
 ① 学習指導は、通信授業及び面接授業により行う。 
 ② 面接授業は、学習科目を次の 2 回に分けて行う。 

   ア 面接授業期間 

回 期 間 

第１回 令和 5 年 8 月 25 日（金）～8 月 27 日（日） 

第２回 令和 6 年 2 月 3 日（土）～2 月 4 日（日） 

    
イ 会 場  中央福祉学院「ロフォス湘南」 

          〒240-0197 神奈川県三浦郡葉山町上山口 1560-44 
   

③ 通信課程の自宅学習は、「教科書」と「受講要領」及び必要に応じて配布する「補助教材」

を用いて行うとともに、指定科目についてのレポートを提出し、添削指導及び評価を受け

るものとする。 
 

(10) 修了証書の交付及び資格証書の授与 
      面接授業を修了し、通信授業の全科目に合格した者について、福祉施設長専門講座の修了 

証書を交付する。また、本講座の修了者には、全国社会福祉協議会会長より「福祉施設士」 
の資格証書を授与する。 

 
(11) 受講継続 

1 年間で修了できなかった者については、受講期間の継続を認める。 
この場合、所定の継続受講料を納入するものとする。 

 
(12) 経 費 

① 受講料   ２０９，５００円 
② 受講者は、通信授業開始前に「受講料」を納入するものとする。 
③ 研修会出席に伴う旅費・宿泊費等は申込者の負担とする。 
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５ 社会福祉法人会計実務講座〔通信課程〕 
 

(1) 目 的 
「社会福祉法人会計基準」に基づく会計実務を理解し、学んだ知識および技術を各社会

福祉法人の適切な運営と発展に資することを目的とする。 
 

(2) 受講期間 
令和 5 年 8 月 1 日から令和 6 年 1 月 31 日までの６ヵ月間 

 
(3) 受講対象者・定員   

「社会福祉法人会計基準」に基づく会計実務を行う社会福祉施設・事業所・社会福祉協

議会等の役職員（定員 1,240 名） 
※その他の公益法人等が経営する社会福祉施設・事業所等の役職員、行政職員等で「社会

福祉法人会計基準」に基づく会計実務を学習したい方の受講も可。 
 

(4) 受講申込手続 
受講申込者（所属長）は所定の「募集要綱（受講申込書）」の記載事項に従い、中央福

祉学院長あてに直接申し込む。 
 

(5) 受講者の決定 
中央福祉学院長は、受講希望者について書類選考を行い、定員の範囲内で受講者を決定

し、その結果を受講申込者（所属長）に通知する。 
 

(6) 各コースの特徴・定員・目的・学習内容 
  

入門コース －社会福祉法人会計の仕訳の基本を学ぶ－ 

①特徴 
・複式簿記の基本を学べる。 

・社会福祉法人における仕訳の基本を習得できる。 

②定員 240 名 

③目的 
 初級コース以降の通信課程を受講するため、複式簿記の基本的な知識、

社会福祉法人会計の仕訳の基本を身につけることを目的とする。 

④学習

内容 

スクーリング（集合研修）により下記について学ぶ。 

・複式簿記とは何か 

・社会福祉法人会計の仕訳の基本 

・各会計帳簿の関係 

・社会福祉法人会計と企業会計の違い 

・様々な取引の仕訳(演習問題) 等 

 

 

※入門コースでは通信授業

は実施しない 
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初級コース －社会福祉法人会計の日常取引の仕訳の基礎を学ぶ－ 

①特徴 

・日常の取引（収益・費用取引、支払資金間取引、固定資産・固定負債取引

等）の処理がわかる。 
・決算書の構造の基本を学べる。 

②定員 480 名 

③目的 

 日常の経理事務処理はもちろん、将来、会計基準に準拠した計算書類を

作成できるようになるための基礎知識を身につけることを目的とする。 
 初級コースは、入門研修会の学習内容を理解していることが望まれる。 

④学習

内容 

通信授業（自宅学習）、スクーリング（集合研修）により下記について学ぶ。 
・社会福祉法人会計の仕訳 
・決算書の構造 
・仕訳から決算書作成までのプロセス  
・社会福祉法人会計基準に基づく日常の取引（収益・費用取引、支払資金間

取引、固定資産・固定負債取引等）の会計処理 
 

中級社協コース －会計実務のスキルアップを図る－ 

①特徴 
・決算書の読み方がわかる。 

・会計区分の設定の仕方など社協特有の会計処理についても学べる。 

②定員 200 名 

③目的 

日常の経理事務処理だけでなく、最終的に、会計基準に準拠した計算書

類を作成し、ある程度の財務分析ができるレベルに達することを目的とす

る。 

④学習

内容 

通信授業（自宅学習）、スクーリング（集合研修）により下記について学ぶ。 

・損益取引（基本金、積立金、引当金） 

・決算書の読み方         ・資金使途 

・予算制度、内部統制       ・税務（法人税・所得税・消費税）等 

    

中級施設コース －会計実務のスキルアップを図る－ 

①特徴 
・決算書の読み方がわかる。 
・施設種類別の資金使途などの会計処理についても学べる。 

②定員 240 名 

③目的 

日常の経理事務処理だけでなく、最終的に、会計基準に準拠した計算書

類を作成し、ある程度の財務分析ができるレベルに達することを目的とす

る。 

④学習

内容 

通信授業（自宅学習）、スクーリング（集合研修）により下記について学ぶ。 
・損益取引（基本金、積立金、引当金） 
・決算書の読み方         ・資金使途 
・予算制度、内部統制       ・税務（法人税・所得税・消費税）等 

                

-29-



上級コース －法人の経営管理に役立つ「管理会計」の理論と技術を学ぶ－ 

①特徴 
・講義とグループ演習で進める。 
・他にはない社会福祉法人の管理会計の手法を学べる。 

②定員 80 名 

③目的 

経営管理者の職能である意思決定、計画、組織化、統制といった職能プ

ロセスにおいて有益な経済的情報を提供する「管理会計」の理論と技術を

習得し、社会福祉法人の経営に活かすことを目的とする。 

④学習

内容 

通信授業（自宅学習）、スクーリング（集合研修）により、下記のとおり、

管理会計の手法を学ぶ。 
・財務分析と経営への活用 
・内部統制の構築方法 
・予算による経営管理（編成と統制を中心に） 

  

(7) 学習の進め方等 

学習指導は通信授業（自宅学習）およびスクーリング（集合研修）を通じて行う（入門

コースはスクーリングのみとする）。 
指導講師は、公認会計士および税理士等が担当する。 

 

①通信授業の学期・期間 （入門コースは除く） 

学 期 期 間 
第１学期 令和 5 年 8 月 1 日（火）～8 月 31 日（木） 
第２学期 令和 5 年 9 月 1 日（金）～9 月 30 日（土） 

 

②スクーリング（集合研修）  

ア 日程         

 回         期 間    コース 

第１回 令和 5 年 9 月 23 日（土）～9 月 25 日（月） 入門コース 
第２回 令和 5 年 10 月 5 日（木）～10 月 7 日（土） 初級コースＡ 
第３回 令和 5 年 10 月 14 日（土）～10 月 16 日（月） 初級コースＢ 
第４回 令和 5 年 11 月 7 日（火）～11 月 9 日（木） 中級コース（社協会計） 
第５回 令和 5 年 11 月 24 日（金）～11 月 26 日（日） 中級コース（施設会計） 
第６回 令和 5 年 12 月 12 日（火）～12 月 14 日（木） 上級コース 

      

イ 会場 

    中央福祉学院 ロフォス湘南 〒240-0197 神奈川県三浦郡葉山町上山口 1560-44 
 
 ③受講料 

   ア 入門コース        ２４,０００円 
イ 初級・中級･上級コース  ４３,２００円  
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※受講者は、通信授業開始前に「受講料」を納入するものとする 

※スクーリング出席に伴う旅費・宿泊費等は申込者の負担とする。 

 

④修了証書の交付 

   入門コースについては、スクーリング（集合研修）全講義に出席した受講者に修了証

書を交付する。 

初級・中級・上級コースについては、下記の要件を満たした受講者に修了証書を交付

する。 

 ア 通信授業（自宅学習）の学習課題に合格する 

  イ スクーリング（集合研修）を修了する（全講義出席および修了テスト合格） 

 

⑤次年度への継続受講 

初級・中級・上級コースについては、当年度内に修了できない（上記④の修了要件を満た

さない）場合は、次年度に限り、未修了の科目（スクーリングを含む）の履修を可能とす

る。 

なお、継続受講にあたり、所定の継続受講料を納入するものとする。 
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６ 都道府県・指定都市社会福祉協議会管理職員研修会  
 

(1) 目 的 
都道府県・指定都市社会福祉協議会の管理職員として必要な管理業務に関する知識及び

技術の向上を図る。 
 

(2) 受講期間、受講定員、受講対象及び研修会場 

受講期間 定員 受講対象 

令和 5 年 12 月 6 日（水） 
～12 月 8 日（金） 

30 人 
都道府県・指定都市社会福祉協議会

の管理職員（概ね部課長クラス） 

 
研修会場  中央福祉学院「ロフォス湘南」 

          〒240-0197 神奈川県三浦郡葉山町上山口 1560-44 
 

(3) 受講申込手続 
受講申込者（所属長）は、中央福祉学院から別途通知する開催要綱により、中央福祉学

院長あてに申し込む。 
 

(4) 受講者の決定 
中央福祉学院長は、受講希望者について書類選考を行い、受講者を決定しその結果を受

講希望者に通知する。 
 

(5) 経 費 
① 受講料  30,000 円（受講決定通知後に納入する） 
② 研修会出席に伴う旅費・宿泊費等は申込者の負担とする。 

 
(6) 修了証書の交付 

研修を修了した者には、修了証書を交付する。 
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７ 市区町村社会福祉協議会管理職員研修会  
 

(1) 目 的 
市区町村社会福祉協議会の管理職員として必要な管理業務に関する知識及び技術の向

上を図る。 
 

(2) 受講期間、受講定員、受講対象及び研修会場 

受講期間 定員 受講対象 

令和 5 年 12 月 12 日（火） 
～12 月 14 日（木） 

70 人 
市区町村社会福祉協議会の管理職員

（概ね部課長クラス） 

 
 研修会場  中央福祉学院「ロフォス湘南」 

           〒240-0197 神奈川県三浦郡葉山町上山口 1560-44 
 

(3) 受講申込手続 
受講申込者（所属長）は、中央福祉学院から別途通知する開催要綱により、中央福祉学

院長あてに申し込む。 
 

(4) 受講者の決定 
中央福祉学院長は、受講希望者について書類選考を行い、受講者を決定しその結果を受

講希望者に通知する。 
 

(5) 経 費 
① 受講料  30,000 円（受講決定通知後に納入する） 
② 研修会出席に伴う旅費・宿泊費等は申込者の負担とする。 

 
(6) 修了証書の交付 

研修を修了した者には、修了証書を交付する。 
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８ 都道府県・指定都市社会福祉協議会中堅職員研修会  
 

(1) 目 的 
都道府県・指定都市社会福祉協議会の中堅職員として必要な業務に関する知識及び技術

の向上を図る。 
 

(2) 受講期間、受講定員、受講対象及び研修会場 

受講期間 定員 受講対象 

令和 6 年 2 月 15 日(木)～ 
2 月 17 日(土) 

８０人 
都道府県・指定都市社会福祉協議会の 
中堅職員等（経験年数 5～14 年を想定） 

 
研修会場  中央福祉学院「ロフォス湘南」 

          〒240-0197 神奈川県三浦郡葉山町上山口 1560-44 
 

(3) 受講申込手続 
受講申込者（所属長）は、中央福祉学院から別途通知する開催要綱により、中央福祉学

院長あてに申し込む。 
 

(4) 受講者の決定 
中央福祉学院長は、受講希望者について書類選考を行い、定員の範囲内で受講者を決定

し、その結果を受講希望者に通知する。 
 

(5) 経 費 
① 受講料  ２１，０００円（受講決定通知後に納入する） 
② 研修会出席に伴う旅費・宿泊費等は申込者の負担とする。 

 
(6) 修了証書の交付 

研修を修了した者には、修了証書を交付する。 
 

(7) その他 
令和 6 年度は、都道府県・指定都市社会福祉協議会の新任職員（経験年数 5 年未満を想

定）を対象とした研修会を開催する予定（中堅職員研修会と隔年で開催）。 
また、都道府県・指定都市社会福祉協議会の管理職員を対象とした研修会を毎年開催し

ている。 
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９ 都道府県・指定都市社会福祉研修実施機関職員研修会  
 

(1) 目 的 
都道府県・指定都市社会福祉研修実施機関の初任職員として、必要な研修事業の企画・

運営管理能力の修得を図る。 
 

(2) 受講期間、受講定員、受講対象及び研修会場 

受講期間 定員 受講対象 

令和 5 年 11 月 10 日（金）～ 
11 月 12 日（日） 

１０人 
都道府県・指定都市社会福祉研修実

施機関の行う研修事業の企画・運営

管理に携わる初任の職員。 

 
研修会場  中央福祉学院「ロフォス湘南」 
      〒240-0197 神奈川県三浦郡葉山町上山口 1560-44 
 

 
(3) 受講申込手続 

受講申込者（所属長）は、中央福祉学院から別途通知する開催要綱により、中央福祉学

院長あてに申し込む。 
 

(4) 受講者の決定 
中央福祉学院長は、受講希望者について書類選考を行い、定員の範囲内で受講者を決定

し、その結果を受講希望者に通知する。 
 

(5) 経 費 
① 受講料  １５，７００円（受講決定後に納入する） 
② 研修会出席に伴う旅費・宿泊費等は申込者の負担とする。 

 
(6) 修了証書の交付 

研修を修了した者には、修了証書を交付する。 
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１０ 職場研修担当者研修会  

 
(1) 目 的 

① 職場研修担当者研修会 
社会福祉法人・社会福祉施設・社会福祉協議会で｢職場研修｣（人材育成）を推進す

る際に必要な知識や技術の向上を図る。 
② 「職場研修担当者研修会」インストラクター養成コース 

『福祉の「職場研修」担当者養成コース』（中央福祉学院が開発した標準プログラム）

の内容理解および指導方法の修得を図る。 
 

(2) 受講期間、受講定員、受講対象及び研修会場 

研修名 受講期間 定員 受講対象 

職場研修担当者研

修会 

① 第 1 回 

② 第 2 回 

①令和 5 年 7 月 4 日（火） 

～7 月 6 日（木） 

②令和５年 11 月 10 日（金） 

～11 月 12 日（日） 

各 50 人 

社会福祉法人・社会福祉施設・社

会福祉協議会で「職場研修」を推

進する者 

「職場研修担当者

研修会」インスト

ラクター養成研修

会 

令和 5 年 7 月 6 日（木） 

～7 月 7 日（金） 
10 人 

『福祉の「職場研修」担当者養成

コース』インストラクター(講師)

として、各都道府県・指定都市社

会福祉研修実施機関が推薦する者 

研修会場  中央福祉学院「ロフォス湘南」 
          〒240-0197 神奈川県三浦郡葉山町上山口 1560-44 
 

(3) 受講申込手続 
受講申込者（所属長）は、中央福祉学院から別途通知する開催要綱により、中央福祉学

院長あてに申し込む。 
 

(4) 受講者の決定 
中央福祉学院長は、受講希望者について書類選考を行い、定員の範囲内で受講者を決定

し、その結果を受講希望者に通知する。 
 

(5) 経 費 
① 受講料 担当者研修会（第１回）    １５，７００円（受講決定通知後に納入する） 

    〃   （第２回）    １５，７００円（      〃          ） 
      インストラクター養成コース   ２６，２００円（     〃      ） 
      ② 研修会出席に伴う旅費・宿泊費等は申込者の負担とする。 
③ 本研修会のテキスト『改訂 福祉の「職場研修」マニュアル』（全社協出版部発行）は、

研修会当日までに受講者各自で購入して持参するものとする。 
 

(6) 修了証書の交付 
研修を修了した者には、修了証書を交付する。 
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１１ スーパービジョン研修会  
 

(1) 目 的 
福祉職場の職員等への指導・助言(スーパービジョン)に組織として取り組む意義や知識、

方法の習得を図る。 
 

(2) 受講期間、受講定員、受講対象及び研修会場 

受講期間 受講定員 受講対象 

令和 5 年 6 月 16 日（金） 
～18 日（日） 

120 人 

社会福祉法人等が経営する 
施設等の管理職員 

（施設長、部・課長等）、 
指導的立場の職員 
（主任、係長等） 

 
(3) 受講申込手続 

受講申込者（所属長）は、中央福祉学院から別途通知する開催要綱により、中央福祉学

院長あてに申し込む。 
 

(4) 受講者の決定 
中央福祉学院長は、受講希望者について書類選考を行い、定員の範囲内で受講者を決定

し、その結果を受講希望者に通知する。 
 

(5) 経 費 
受講料  31,500 円（受講決定通知後に納入する） 

 
(6) 修了証書の交付 

研修を修了した者には、修了証書を交付する。 
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１２ ファミリーソーシャルワーク研修会  
 

(1) 目 的 
社会的養護関係施設等の入所児童をはじめ、地域の要保護児童や子育て課題を抱える家

庭等の家族関係を支援するファミリーソーシャルワークに携わる職員等に求められる役

割・ソーシャルワークについて学ぶ。 
 

(2) 受講期間、受講定員、受講対象及び研修会場 

受講期間（予定） 定員 受講対象 

2 日間（2 回開催） 
【日程 1】  

令和 5 年 9 月 6 日（水） 
～9 月 7 日（木） 

【日程 2】 
令和 5 年 10 月 22 日（日） 

～10 月 23 日（月） 

各 200 人 
家庭支援専門相談員、里親支援専門

相談員、母子支援員、少年指導員等 

 
研修会場  中央福祉学院「ロフォス湘南」 

          〒240-0197 神奈川県三浦郡葉山町上山口 1560-44 
 

(3) 受講申込手続 
受講申込者は、中央福祉学院から別途通知する開催要綱により、中央福祉学院長あてに

申し込む。 
 

(4) 受講者の決定 
中央福祉学院長は、受講希望者について書類選考を行い、定員の範囲内で受講者を決定

し、その結果を受講希望者に通知する。 
 

(5) 経 費 
① 受講料  １５，０００円（受講決定通知後に納入する） 
② 研修会出席に伴う旅費・宿泊費等は申込者の負担とする。 

 
(6) 修了証書の交付 

研修を修了した者には、修了証書を交付する。 
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１３ 「福祉職員キャリアパス対応生涯研修課程」上級管理者研修会   

 
(1) 目 的 

   施設長等の運営統括責任者に就いている役職員に対し、トップマネジメントとしての基本

的役割やキャリアデザインの方法、各法人・事業所におけるキャリアパス構築のための方法

論等を伝え、「福祉職員キャリアパス対応生涯研修課程」に基づく、キャリアパスの構築を支

援することを目的に開催する。 
 
 ※「福祉職員キャリアパス対応生涯研修課程」は、「初任者」「中堅職員」「チームリーダー」「管

理職員」の４コースは、都道府県・指定都市社会福祉研修実施機関において実施し、「上級管

理者」コースのみ中央福祉学院で実施する。 
 

(2) 受講期間、受講定員、受講対象及び研修会場 

受講期間 受講定員 受講対象 

令和 5 年 11 月 22 日(水)～ 
23 日(木) 

30 人 

 
以下のいずれかに該当する者 

・近い将来、施設長等の運営統括責任者の役

割を担うことが想定される職員 
・現に施設長等の運営統括責任者に就いてい

る職員（理事を含む） 
 

 
研修会場  中央福祉学院「ロフォス湘南」 

          〒240-0197 神奈川県三浦郡葉山町上山口 1560-44 
 

(3) 受講申込手続 
受講者は中央福祉学院長あてに申し込む。 
 

(4) 受講者の決定 
中央福祉学院長は、受講希望者について書類選考を行い、定員の範囲内で受講者を決定

し、その結果を受講希望者に通知する。 

 
(5) 経 費 
① 受講料  ２２，０００円（受講決定通知後に納入する） 
② 受講者は、通信授業開始前に「受講料」を納入するものとする。 
③ 研修会出席に伴う旅費・宿泊費等は申込者の負担とする。 

 
(6) 修了証書の交付 

研修を修了した者には、修了証書を交付する。 

１２ ファミリーソーシャルワーク研修会  
 

(1) 目 的 
社会的養護関係施設等の入所児童をはじめ、地域の要保護児童や子育て課題を抱える家

庭等の家族関係を支援するファミリーソーシャルワークに携わる職員等に求められる役

割・ソーシャルワークについて学ぶ。 
 

(2) 受講期間、受講定員、受講対象及び研修会場 

受講期間（予定） 定員 受講対象 

2 日間（2 回開催） 
【日程 1】  

令和 5 年 9 月 6 日（水） 
～9 月 7 日（木） 

【日程 2】 
令和 5 年 10 月 22 日（日） 

～10 月 23 日（月） 

各 200 人 
家庭支援専門相談員、里親支援専門

相談員、母子支援員、少年指導員等 

 
研修会場  中央福祉学院「ロフォス湘南」 

          〒240-0197 神奈川県三浦郡葉山町上山口 1560-44 
 

(3) 受講申込手続 
受講申込者は、中央福祉学院から別途通知する開催要綱により、中央福祉学院長あてに

申し込む。 
 

(4) 受講者の決定 
中央福祉学院長は、受講希望者について書類選考を行い、定員の範囲内で受講者を決定

し、その結果を受講希望者に通知する。 
 

(5) 経 費 
① 受講料  １５，０００円（受講決定通知後に納入する） 
② 研修会出席に伴う旅費・宿泊費等は申込者の負担とする。 

 
(6) 修了証書の交付 

研修を修了した者には、修了証書を交付する。 
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１４－１）ふくし未来塾（第２期） 

 
(1) 目 的 

全国社会福祉協議会の前身である中央慈善協会の渋沢栄一初代会長は、その 91 年に及

ぶ生涯において公益にかなうとの理念のもとに約 600 の社会公共事業・教育機関の起業・支

援並びに民間外交に尽力した。 

近年、2040 年に向け、人口構造が大きく変化するとともに地域生活課題が一層厳しさを増

すなかにあって、社会福祉の制度の枠にとどまることのない令和時代の共生社会を創造し、そ

の活動実践をけん引するトップリーダーを育成する。 

 

(2) 受講期間及び定員 

令和 4 年 10 月１日から１年間 30 人 

 

(3) 受講対象（受講資格） 

【アドミッションポリシー（本塾が求める人材）】 

○ 社会福祉法人の次世代の経営者をめざす社会人 

○ 新たな事業経営と福祉実践の創造を通じて、主体的に地域生活課題に向き合う社会人 

○ リーダーシップを備え、社会福祉の総合性と専門性の学びを常に追求し、福祉の価値（人間

の荘厳さ）を体現する高度な経営者をめざす社会人 

「ふくし未来塾」の目的・理念およびアドミッションポリシー（本塾が求める人材）に則して、下

記の 3 項目を重点に選考を行い、受講者を決定。 

・レポートの記載内容が、「ふくし未来塾」の理念やアドミッションポリシーに合致しているか 

・学び・実践したいことは、本塾のカリキュラムと適合しているか 

・令和時代の共生社会をけん引する強い意志があるか 

 

（4） 主催等 

① 主催 

   株式会社福祉保険サービス 

② 運営受託 

   社会福祉法人全国社会福祉協議会 

③ 運営協力 

   全国社会福祉法人経営者協議会、全国社会福祉法人経営青年会 

   全社協社会福祉施設協議会連絡会 

④ 後援 

   公益財団法人渋沢栄一記念財団 
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(5) カリキュラム等 

① 動画視聴による自学自習（基幹・応用・発展 計 16 講義） 

② 全講義について、都内スタジオ等において収録を行い、動画配信サイト（クラストリーム）を活用

してオンデマンド配信（受講生、講師陣等の関係者のみ視聴可） 

③ 各講義視聴後、800 字程度のレポートを提出（Google form）を義務づけ。基幹課程は 8 講義、

応用課程 3 講義・発展課程 5 講義の受講とし、レポート提出を必須とする。 

④ 「ふくし未来塾 開講式・キックオフミーティング」の実施 

令和 4 年 12 月 19 日（月）から 20 日（火） 1 泊 2 日 

会場  ロフォス湘南 中央福祉学院 

〒240-0197 神奈川県三浦郡葉山町上山口 1560-44 

⑤ 「ふくし未来演習」（ゼミ・合宿）の実施 

令和 5 年 2 月 19 日（日）から 21 日（火） 2 泊 3 日 

会場  ロフォス湘南 中央福祉学院 

〒240-0197 神奈川県三浦郡葉山町上山口 1560-44 

⑥ 修了課題 

修了論文  7,000 文字以上 10,000 文字程度 

 

(6) 受講申込手続 

申込書及び「福祉関係の業務経験、志望動機並びに本塾の学びをどういかしたいか（800字以内）」

を記入の上、郵送で申し込む。 

 

(7) 受講者の決定 

中央福祉学院長は、受講希望者について書類選考を行い、定員の範囲内で受講者を決定し、そ

の結果を受講希望者に通知する。 

 

(8) 経 費 

① 受講料  30,000 円（受講決定後に納入する） 

② 集合研修出席に伴う旅費・宿泊費等は申込者の負担とする。 

 

(9) 修了について 

① 修了式（修了証書等授与） 

令和 5 年 9 月 27 日（予定） 

② 修了プレゼンテーション（報告会） 

令和 5 年 9 月 27 日（予定） 東京ビッグサイト（第 50 回国際福祉機器展 H.C.R.2023） 
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１４－２）ふくし未来塾（第３期） 

 
(1) 目 的 

全国社会福祉協議会の前身である中央慈善協会の渋沢栄一初代会長は、その 91 年に及

ぶ生涯において公益にかなうとの理念のもとに約 600 の社会公共事業・教育機関の起業・支

援並びに民間外交に尽力した。 

近年、2040 年に向け、人口構造が大きく変化するとともに地域生活課題が一層厳しさを増

すなかにあって、社会福祉の制度の枠にとどまることのない令和時代の共生社会を創造し、そ

の活動実践をけん引するトップリーダーを育成する。 

 

(2) 受講期間及び定員 

令和 5 年 4 月 1 日から 1 年間 30 人 

 

(3) 受講対象（応募資格） 

【アドミッションポリシー（本塾が求める人材）】 

○ 社会福祉法人の次世代の経営・管理者をめざす社会人 

○ 社会福祉法人組織で新たな事業経営と福祉実践の創造を通じて、キャリアアップをめざす社

会人 

○ リーダーシップを備え、社会福祉の総合性と専門性の学びを常に追求し、福祉の価値（人間

の荘厳さ）を体現する高度な経営・管理者をめざす社会人 

「ふくし未来塾」の目的・理念およびアドミッションポリシー（本塾が求める人材）に則して、下

記の 3 項目を重点に選考を行い、受講者を決定。 

・レポートの記載内容が、「ふくし未来塾」の理念やアドミッションポリシーに合致しているか 

・学び・実践したいことは、本塾のカリキュラムと適合しているか 

・令和時代の共生社会をけん引する強い意志があるか 

 

（4） 主催等 

① 主催 

   株式会社福祉保険サービス 

② 運営受託 

   社会福祉法人全国社会福祉協議会 

③ 運営協力 

   全国社会福祉法人経営者協議会、全国社会福祉法人経営青年会 

   全社協社会福祉施設協議会連絡会 

④ 後援 

   公益財団法人渋沢栄一記念財団 
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(5) カリキュラム等 

① 動画視聴による自学自習（基幹・応用・発展 計 16 講義） 

② 動画配信サイト（クラストリーム）を活用してオンデマンド配信（受講生、講師陣等の関係者のみ

視聴可） 

③ 各講義視聴後、800 字程度のレポートを提出（Google form）を義務づけ。基幹課程は 8 講義、

応用課程 3 講義・発展課程 5 講義の受講とし、レポート提出を必須とする。 

④ 「ふくし未来塾 開講式・キックオフミーティング」の実施 

令和 5 年 6 月 12 日（月）から 13 日（火） 1 泊 2 日 

会場  ロフォス湘南 中央福祉学院 

〒240-0197 神奈川県三浦郡葉山町上山口 1560-44 

⑤ 「ふくし未来演習」（ゼミ・合宿）の実施 

令和 5 年 8 月下旬（予定） 

会場  ロフォス湘南 中央福祉学院 

〒240-0197 神奈川県三浦郡葉山町上山口 1560-44 

⑥ 修了課題 

修了論文  7,000 文字以上 10,000 文字程度 

 

(6) 受講申込手続 

申込書及び「志望動機並びに本塾の学びをどういかしたいか（800 字以内）」を記入の上、郵送で申

し込む。 

 

(7) 受講者の決定 

中央福祉学院長は、受講希望者について書類選考を行い、定員の範囲内で受講者を決定し、そ

の結果を受講希望者に通知する。 

 

(8) 経 費 

① 受講料  30,000 円（受講決定後に納入する） 

② 集合研修出席に伴う旅費・宿泊費等は申込者の負担とする。 

 

(9) 修了について 

① 修了式（修了証書等授与） 

令和 6 年 3 月（予定） 

② 修了プレゼンテーション（報告会） 

令和 6 年 10 月（予定） 
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令和5年度　社会福祉研修実施計画 (委託・補助事業)

 社会福祉主事資格認定 1　回 　2,000 人 1　年 【集合研修開催日程】

 通信課程 〔集合研修4日〕  ①R5.8.3(木)～8.6(日)  ⑤R5.10.17(火)～10.20(金)

(公務員)  ②R5.8.28(月)～8.31(木）  ⑥R5.11.13(月)～11.16(木)

 ③R5.9.19(火)～9.22(金）  ⑦R5.11.27(月)～11.30(木)

 ④R5.9.26(火)～9.29(金)  ⑧R6.1.16(火)～1.19(金)

 社会福祉施設長資格認定
1　回 　　300 人 1　年 【集合研修開催日程】

 講習課程
〔集合研修5日〕  ①R5.11.2(木)～11.6(月)  ⑤R5.12.20(水)～12.24(日)

(公立施設長)  ②R5.11.17(金)～11.21(火)  ⑥R6.1.11(木)～1.15(月)

 ③R5.12.1(金)～12.5(火)  ⑦R6.1.20(土)～1.24(水)

 ④R5.12.15(金)～12.19(火)

 社会福祉法人経営者

 研修課程

   (1) 人事管理コース 1　回   200 人 3　日    (1) 人事管理コース R5.12.9(土)～12.11(月)

   (2) 経営管理コース 1　回   200 人 3　日    (2) 経営管理コース R6.1.28(日)～1.30(火)

 児童福祉司資格認定
1　回 　　200 人 1　年 【集合研修開催日程】

 通信課程
〔集合研修5日〕 R5.10.27(金)～10.31(火)

1　回 　　 80 人 3　日 R5.5.13(土)～5.15(月)

※都合により変更する場合があります。

      開　催　期　間      　

　※上記、①～⑦のうち指定された1回を受講

 社会福祉法人の経営者として必要な
法人・施設運営に関する専門的知識及
び技術を修得させる。

実施回数

　※民間施設長の集合研修と同時に実施

「福祉職員キャリアパス対
応生涯研修課程」指導者養
成研修会

4

申込締切日及び
申込書提出先

開催日数受講定員目        的課 程 名

 児童福祉司として必要な基礎的知識
及び技術について、通信教育の方法に
より教授し、児童福祉法に定める児童
福祉司の任用資格を取得させる。

 都道府県又は市区町村の職員
で、社会福祉行政および社会福
祉事業に従事している者

　※上記、①～⑧のうち指定された1回を受講

 社会福祉施設の長として必要な要件
を満たしていない者に対して、施設長
として必要な知識及び技術について通
信教育の方法により教授し、必要な資
格を取得させる。

5

         対　象　者              

国
の
委
託
事
業

国
の
補
助
事
業

3

 社会福祉法人の役員及び法人の
経営に携わる者

1

2

「福祉職員キャリアパス対応生涯研修
課程 標準研修プログラム」の趣旨と
目的を理解する。
テキスト類および「指導の手引き（指
導マニュアル）」の活用方法を学ぶ。
各科目の展開・指導方法を修得する。

 各福祉職員キャリアパス対応生
涯研修課程の研修実施団体が推
薦する「福祉職員キャリアパス
対応生涯研修課程」の研修指導
予定者

R5.4.7(金)
社会福祉研修
主管部まで

R5.4.7(金)
社会福祉研修
主管部まで

R5.4.7(金)
社会福祉研修
主管部まで

中央福祉学院
ホームページを
ご確認ください

 都道府県、政令指定都市、政令
で定める特別区、児童相談所を
設置している中核市で児童福祉
に関する業務に携わる職員及び
児童福祉法第10条第1項に規定す
る業務に携わる市区町村の職員
で、学校教育法第87条による4年
制大学を卒業した者又は2023年3
月卒業見込みの者

 社会福祉主事として必要な基礎的知
識及び技術について、通信教育の方法
により教授し、社会福祉法に定める社
会福祉主事の任用資格を取得させる。

 公立施設の施設長に就任予定の
者又は施設長に就任している者
であって、施設長としての具体
的要件を満たしていない者

中央福祉学院
ホームページを
ご確認ください



令和5年度　社会福祉研修実施計画 (委託・補助事業)

 社会福祉主事資格認定 1　回 　2,000 人 1　年 【集合研修開催日程】

 通信課程 〔集合研修4日〕  ①R5.8.3(木)～8.6(日)  ⑤R5.10.17(火)～10.20(金)

(公務員)  ②R5.8.28(月)～8.31(木）  ⑥R5.11.13(月)～11.16(木)

 ③R5.9.19(火)～9.22(金）  ⑦R5.11.27(月)～11.30(木)

 ④R5.9.26(火)～9.29(金)  ⑧R6.1.16(火)～1.19(金)

 社会福祉施設長資格認定
1　回 　　300 人 1　年 【集合研修開催日程】

 講習課程
〔集合研修5日〕  ①R5.11.2(木)～11.6(月)  ⑤R5.12.20(水)～12.24(日)

(公立施設長)  ②R5.11.17(金)～11.21(火)  ⑥R6.1.11(木)～1.15(月)

 ③R5.12.1(金)～12.5(火)  ⑦R6.1.20(土)～1.24(水)

 ④R5.12.15(金)～12.19(火)

 社会福祉法人経営者

 研修課程

   (1) 人事管理コース 1　回   200 人 3　日    (1) 人事管理コース R5.12.9(土)～12.11(月)

   (2) 経営管理コース 1　回   200 人 3　日    (2) 経営管理コース R6.1.28(日)～1.30(火)

 児童福祉司資格認定
1　回 　　200 人 1　年 【集合研修開催日程】

 通信課程
〔集合研修5日〕 R5.10.27(金)～10.31(火)

1　回 　　 80 人 3　日 R5.5.13(土)～5.15(月)

※都合により変更する場合があります。

      開　催　期　間      　

　※上記、①～⑦のうち指定された1回を受講

 社会福祉法人の経営者として必要な
法人・施設運営に関する専門的知識及
び技術を修得させる。

実施回数

　※民間施設長の集合研修と同時に実施

「福祉職員キャリアパス対
応生涯研修課程」指導者養
成研修会

4

申込締切日及び
申込書提出先

開催日数受講定員目        的課 程 名

 児童福祉司として必要な基礎的知識
及び技術について、通信教育の方法に
より教授し、児童福祉法に定める児童
福祉司の任用資格を取得させる。

 都道府県又は市区町村の職員
で、社会福祉行政および社会福
祉事業に従事している者

　※上記、①～⑧のうち指定された1回を受講

 社会福祉施設の長として必要な要件
を満たしていない者に対して、施設長
として必要な知識及び技術について通
信教育の方法により教授し、必要な資
格を取得させる。

5

         対　象　者              

国
の
委
託
事
業

国
の
補
助
事
業

3

 社会福祉法人の役員及び法人の
経営に携わる者

1

2

「福祉職員キャリアパス対応生涯研修
課程 標準研修プログラム」の趣旨と
目的を理解する。
テキスト類および「指導の手引き（指
導マニュアル）」の活用方法を学ぶ。
各科目の展開・指導方法を修得する。

 各福祉職員キャリアパス対応生
涯研修課程の研修実施団体が推
薦する「福祉職員キャリアパス
対応生涯研修課程」の研修指導
予定者

R5.4.7(金)
社会福祉研修
主管部まで

R5.4.7(金)
社会福祉研修
主管部まで

R5.4.7(金)
社会福祉研修
主管部まで

中央福祉学院
ホームページを
ご確認ください

 都道府県、政令指定都市、政令
で定める特別区、児童相談所を
設置している中核市で児童福祉
に関する業務に携わる職員及び
児童福祉法第10条第1項に規定す
る業務に携わる市区町村の職員
で、学校教育法第87条による4年
制大学を卒業した者又は2023年3
月卒業見込みの者

 社会福祉主事として必要な基礎的知
識及び技術について、通信教育の方法
により教授し、社会福祉法に定める社
会福祉主事の任用資格を取得させる。

 公立施設の施設長に就任予定の
者又は施設長に就任している者
であって、施設長としての具体
的要件を満たしていない者

中央福祉学院
ホームページを
ご確認ください

-45-



令和5年度　社会福祉研修実施計画     (全社協独自事業)

1
社会福祉主事資格認定
通信課程
(民間社会福祉事業職員)

　社会福祉主事として必要な知識及び技術を通信教育の
方法により教授し、社会福祉法に定める社会福祉主事の
任用資格を取得させる。

　社会福祉事業(社会福祉法に基づく第1種・第2種社会福祉事業)の施設・事業所、あ
るいは介護保険法に基づく介護保険事業者の指定を受けた施設・事業所等に従事して
いること

2　回  3,900 人
1　年

〔集合研修5日〕
別途「開催要綱」等にて通知する。

2
社会福祉施設長資格認定
講習課程
(民間社会福祉施設長)

 社会福祉施設の長として必要な要件を満たしていない
者に対して、施設長として必要な知識及び技術について
通信教育の方法により教授し、必要な資格を取得させ
る。

 社会福祉法人立等の社会福祉施設の長に就任予定の者又は施設長に就任している者で
あって、施設長としての具体的要件を満たしていない者

1　回  　　700人
1　年

〔集合研修5日〕

【集合研修開催日程】
①R5.11.2(木)～11.6(月)
②R5.11.17(金)～11.21(火)
③R5.12.1(金)～12.5(火）
④R5.12.15(金)～12.19(火)
⑤R5.12.20(水)～12.24(日)
⑥R6.1.11（木)～1.15(月）
⑦R6.1.20（土)～1.24(水）
※公立施設長の集合研修と同時に実施
※上記、①～⑦のうち指定された1回を受講

3
社会福祉士通信課程
（社会福祉士短期養成施設）

 社会福祉士として必要な専門の学術の理論及び応用に
ついて、通信教育の方法により教授し、社会福祉士国家
試験の受験資格を与える。

 「社会福祉士介護福祉士養成施設指定規則」第3条第一号イのいずれかに該当する者 1　回
〔第10期〕
560 人

9ヵ月
〔集合研修3日×2回、または

2日×3回〕
〔要実習者は

実習指導第1回3日、
第2回2日〕

【集合研修日程・会場】
R5年
ﾛﾌｫｽA①4.22(土)～4.24(月）　②7.15(土)～7.17(月）
ﾛﾌｫｽB①6.2(金)～6.4(日）　　②7.22(土)～7.24(月）
ﾛﾌｫｽC①6.6(火)～6.8(木）　　②8.8(火)～8.10(木）
東京D①5.20(土)～5.21(日）  ②6.17(土)～6.18(日）
　　 ③7.8(土)～7.9(日）
東京F①5.27(土)～7.28(日)　 ②6.24(土)～25(日)
　　 ③7.29(土)～7.30(日）
東京G①6.26(月)～6.27(火）　②7.31(月)～8.1(火）
　　 ③8.21(月)～8.22(火）
神戸 ①5.13(土)～5.14(日）  ②6.10(土)～6.11(日）
　　 ③8.5(土)～8.6(日)
実習SC（ﾛﾌｫｽ）①4.25(火)～4.27(木）②11.27(月)～11.28(火）
東京：新霞が関ビル、神戸：三宮研修センター、
ロフォス：中央福祉学院（神奈川県葉山町）

4
福祉施設長専門講座
 ［通信課程］

 社会福祉施設長として、施設経営管理に必要な専門的
知識及び技術を修得させ、より高度な実践能力を養成す
る。

　社会福祉施設長(管理者)または理事長、理事等または施設長相当の業務を担当して
いる者であって、社会福祉事業経験が1年以上あり、かつ次のいずれかに該当する者。
①中央福祉学院が実施する「社会福祉施設長資格認定講習課程」を修了した者
②社会福祉主事、保育士、社会福祉士、介護福祉士、医師、理学療法士、作業療法
士、看護師、精神保健福祉士、介護支援専門員のいずれかの資格を有する者
③上記①②の資格以外であって、2年以上施設長の職にある者

1　回
〔第47期〕
 200 人

1　年
〔集合研修2回〕

①R5.8.25(金)～8.27(日)
②R6.2.3(土)～2.4(日)

5
社会福祉法人会計実務講座
 ［通信課程］

 社会福祉法人の会計実務担当者等に必要とされる、
「社会福祉法人会計基準｣に関する知識及び会計実務能
力の向上を図る。

 社会福祉法人立の社会福祉施設ならびに社会福祉協議会の会計実務担当者等 1　回  1,240人
 6ヵ月

〔集合研修3日〕

R5.9.23（土）～9.24（日）:入門コース
R5.10.5（木）～10.7（土）:初級コースＡ
R5.10.14（土）～11.16（月）:初級コースＢ
R5.11.7（火）～11.9（木）:中級コース（社協会計）
R5.11.24（金）～11.26（日）:中級コース（施設会計）
R5.12.12（火）～12.14（木）:上級コース

6
都道府県・指定都市社会福祉協議会
管理職員研修会

 都道府県・指定都市社会福祉協議会の管理職員に必要
とされる管理業務に関する知識及び技術の向上を図る。

 都道府県・指定都市社会福祉協議会の部・課長等 1　回  30 人 3　日 R5.12.6(水)～12.8(金)

7
市区町村社会福祉協議会
管理職員研修会

 市区町村社会福祉協議会の管理職員に必要とされる管
理業務に関する知識及び技術の向上を図る。

 市区町村社会福祉協議会の部・課長等 1　回  70 人 3　日 R5.12.12（火）～12.14（木）

8
都道府県・指定都市社会福祉協議会
中堅職員研修会

 都道府県・指定都市社会福祉協議会の中堅職員に必要
とされる管理業務に関する知識及び技能の向上を図る。

 都道府県・指定都市社会福祉協議会の中堅職員等 1　回  80 人 3　日 R6.2.15（木）～2.17（土）

9
都道府県・指定都市
社会福祉研修実施機関職員研修会
※職場研修担当者研修会(第2回）と一部同時開催

 福祉研修担当職員として、必要な企画実施能力の修得
を図る。

 都道府県・指定都市の社会福祉研修実施機関の職員で研修企画・運営に携わる者 1　回  10 人 3　日 R5.11.10（金）～11.12（日）

10 職場研修担当者研修会
 福祉の職場研修（人材育成）を進めるために必要な知
識及び技術を修得させる。

(1)職場研修担当者研修会(第1回)(第2回)
　社会福祉法人・施設・社協で「職場研修」（人材育成）を推進する者
(2)「職場研修担当者研修会」インストラクター養成研修会
　『福祉の「職場研修」担当者養成コース』インストラクター　（講師）として、各
都道府県・指定都市社会福祉研修実施機関が推薦する者

(1)
2　回

(2)
1　回

(1)
各50 人

(2)
10 人

(1)
3　日

(2)
4　日

(1)
①R5.7.4(火)～7.6(木)
②R5.11.10(金)～11.12(日）
(2)
R5.7.4(火)～7.7（金）
※職場研修担当者研修会(第1回)と一部同時開催

11 スーパービジョン研修会
 福祉職場の職員等への指導・助言（スーパービジョ
ン）に組織として取り組む意義や方法について、知識の
習得を図る。

 社会福祉法人等が経営する施設等の管理職員（施設長、部・課長等）、指導的立場の
職員（主任、係長等）

1　回 120 人 3　日 R5.6.16（金)～6.18(日)

12 ファミリーソーシャルワーク研修会
　ファミリーソーシャルワークに携わる職員等の専門性
の向上を図る。

　家庭支援専門相談員、里親支援専門相談員、母子支援員、少年指導員、家族（保護
者）支援に携わる児童福祉施設職員や関係職員、里親、ファミリーホーム養育者等

2　回 各200人 各　2　日 ①R5.9.6（水)～9.7(木）、②R5.10.22（日)～10.23(月）

13
「福祉職員キャリアパス対応生涯研修課程」
上級管理者研修会

　トップマネジメントとしての基本的役割やキャリアデ
ザインの方法、各法人・事業所におけるキャリアパス構
築のための方法論等を習得させる。

　近い将来、施設長等の運営統括責任者の役割を担うことが想定される職員　また
は、現に施設長等の運営統括責任者に就いている職員（理事を含む）

1　回 30 人 2　日 R5.11.22（水)～11.23(木)

14 ふくし未来塾
　社会福祉の制度の枠にとどまることのない令和時代の
共生社会を創造し、その活動実践をけん引するトップ
リーダーを育成する。

○　社会福祉法人の次世代の経営者をめざす社会人
○　新たな事業経営と福祉実践の創造を通じて、主体的に地域生活課題に向き合う社
会人
○　リーダーシップを備え、社会福祉の総合性と専門性の学びを常に追求し、福祉の
価値（人間の荘厳さ）を体現する高度な経営者をめざす社会人

1　回 30 人
(1)ゼミ合宿

3　日
その他、動画視聴

R5.4月から1年間　※日程調整中

※都合により変更する場合があります。

開　催　期　間　等
実施回
数

受講定員目        的            対　象　者課程名 開催日数
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